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5G時代到来︕
〜モバイルの⽇本と世界のつなぎ⽅〜
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今⽇のセッションのゴール

モバイル通信事業者が国際通信のIPトランスポートNWの議論を
インターネット業界のみなさまとすることで

• 業界や企業の壁をこえた技術・ビジネス構造の理解促進

• 今後のコラボレーションにつなげたい
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ローミングとは

「ローミング」・・・・
お持ちのスマートフォン・
携帯電話を海外にもって
いって、そのまま使える
サービスだよ〜
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世界200か国以上
500社のモバイル事業者と
ローミングサービスが可能

精算・明細システム網
クリアリングハウス

海外現地でいきなりインターネットにでていなくて、
ローミング専⽤の中継NWを使い、
⽇本経由でインターネットにつながる



ローミング専⽤NW「IPX」の技術的要件

l セキュリティ
⁃ インターネットから隔離された専⽤ネットワークであること

l ルーチングの特徴
⁃ BGP4を使って事業者間をまたがってルーチング
⁃ モバイル事業者、中継網事業者それぞれがAS番号を保有
⁃ AS番号は国際団体GSMAが払い出しを⾏う

l IPXが扱う情報
⁃ 交換機間の制御信号: Diameter、MAP (SIGTRAN)、GTP-C
⁃ ユーザーの通信データ: GTP-U

・・・の中にインターネットアプリケーションがカプセリングされてます



モバイル事業者から⾒るローミング専⽤NW「IPX」①

ピアリング

モバイル事業者はIPXと接続することで
海外のモバイル事業者と接続し国際ローミングサービ

スを提供している

現状、各モバイル事業者がローミングサービスを提供
するためにはIPXとの接続が必須
（他の選択肢がほぼない）

モバイル
事業者

海外
モバイル事業者IPX IPX



モバイル事業者から⾒るローミング専⽤NW「IPX」②

限られたIPXに多く(※)のMNOが接続する状態
(※)世界200か国・約900社のモバイル事業者

①規模の⼤きなIPXにMNOが集中しがち
②結果、占有的になり新規参⼊事業者などによる

市場競争が促されない
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５Gの特徴



５Gローミングアウト試験結果のまとめ

韓国 中国 アメリカ

結果 4Gに⽐べ約6倍程のスピー
ドがでている。RTTは改善

4Gに⽐べ約3倍程のスピー
ドがでている。RTTはあま
り変化なし

4Gに⽐べ約3倍程スピード
が出ている。

RTT
（4G） 94ms 177ms 諸般の事情により未提供

RTT
(5G) 80ms 174ms 諸般の事情により未提供

スピード
測定

（4G）
DL 
71 Mbps

UL
17.6 Mbps

DL 
38.8 Mbps

UL
11.4 Mbps

DL
16.3Mbps

UL
0.42Mbps

スピード
測定
(5G)

DL 
395   Mbps

UL
86.3 Mbps

DL 
141   Mbps

UL
1.7 Mbps

DL
44.2Mbps

UL
1.78Mbps



メリット デメリット

エンドユーザー
⽬線

・物理的な距離によりどうしてもスルー
プットが向上しなかった部分がある程度解
消することで、体感速度向上。
・低遅延を前提としていたサービスを国際
ローミング状態の端末でも享受できる。

・endに存在するWebサーバーの処理能⼒も併
せて向上してもらわないと、ボトルネックとな
り思ったよりも体感速度は向上しないかもしれ
ない︖
・料⾦が上がってしまうかも︖という不安。

企業のお客様
⽬線

・既存でも国際ローミングを使⽤すること
で国内〜海外拠点の接続等は実現できてい
るが、その品質向上の可能性がある。
・5G+ローミングという環境になることで、
品質向上できれば新たなサービスが⽣み出
せる可能性がある。

・回線の速度に合わせて、⾃社の設備の増強を
しないと低遅延・⼤容量の回線のメリットを享
受できないかもしれない。
・ローミング回線増強による収益性影響

ローミング回線
提供側

（MNO）⽬線

・低遅延・⼤容量の品質の良い回線の提供
が可能
・品質向上により新たなサービスの創設

・⾃社設備増強のための投資額の増加
・スループット向上に伴い、他のMNOと接続す
るための中継回線（IPX）の帯域増強による⾼
コスト体質

「次のページ」これらの関連性を
まとめると・・・

5Gローミング時代のメリットとデメリット
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三者ともに“happy”になれる循環

「⾼品質のサービスの提供と享受」
というwin-winの循環を創造可能

[MNO]

現在より⾼品質の国際
ローミングの提供可能

[企業のお客様]

⾃社内通信や顧客への
サービス提供に5G国際
ローミング使⽤しサー
ビス向上・新サービス

創設

[エンドユーザ]

MNOや企業が提供する
新たな価値を含んだ
サービスを享受



三者ともに“un-happy”となってしまう循環

品質向上のための設備増強
により、⾼コスト体質に陥
る可能性

⇒⾼コストをエンドユー
ザーの料⾦に転嫁してしま
うとサービス利⽤率upしな
いという負の循環
⇒逆に転嫁しないと事業と
して成⽴しない恐れ

[MNO]

⾃社・国際回線増強の
ための負担増

[企業のお客様]

⾃社設備増強とMNOの
料⾦upによるコスト増

[エンドユーザ]

MNOや法⼈の料⾦up
による負担増。負担増
によるサービス未利⽤

発⽣



負の循環を回避するために・・・

では、検討すべき内容は︖

新たな⽅式検討等による帯域幅増の状態でのコスト抑制

これを5G時代が本格的に到来後も変わらずに継続するためには︖

全プレイヤーによる、5Gに対応するための設備増強コスト抑制

モバイルローミングのプレイヤーとしての責務・使命

多くのお客様に、より使ってもらいやすい通信サービスを提供



業界の皆様に知恵を貸していただきたいのは・・・

l 既存の事業構造を変えないと︕
⁃ 新規参⼊・新たな⽅式による「5G時代でもよりよいローミングサービス提供」を継続するために、新たな⽅式を

検討していくべきでは︖

l 新たな⽅式って何だろう・・・
⁃ IX(internet exchange)の接続⽅式を流⽤して各MNOのNW間の接続ってできないのだろうか︖
⁃ IPXだからこそ実現できている「メリット」とは︖（セキュリティ担保︖）

l このままお互い（MNOと中継事業者）の協⼒がないとどうなるのか︖
⁃ そもそも5Gのローミングって技術⾯はさておき、⾼コスト体質によってビジネスとして成⽴しなくなる︖共倒れ・・・
⁃ モバイル以外の通信業者者にビジネス⾯で先を越される



Q&A BOXに頂いた質問と回答
n 5Gローミングアウトでの実効速度の結果は⽰されていましたが、遅延（レイテンシ）も４Gと⽐較して改善さ

れたのでしょうか︖
From 中央⼤学 実積様

Ø RTTのデータを現地（海外）で試験していただいたMNOより提出いただいたので資料に反映いたしますのでご
確認ください。（※）USAのみ諸事情により情報がございません。ご了承ください

n ローミングで⼀旦国内のMNOを経由する構成だと、遅延は国際区間の伝送遅延のほうが圧倒的に⼤きくなり、
5Gの無線区間が低遅延という利点が活かせないと思います。またCDN事業者がやっているユーザの近くのサー
バにアクセスを誘導するようなものとの相性もよくないと思います。それらを踏まえてローミングのアーキテ
クチャを改善しようという話はあるのでしょうか。
From 京都⼤学 ⼩⾕様

Ø LBO（※）を検討しておりましたが、海外の各MNOとの交渉をまとめることや、海外にある装置類をどのよう
に保守・運⽤していくのか︖（⾃社の提供サービスに関して海外MNOにそこを任せっきりで良いのか︖）課題
が多いと感じています。

（※）Local break out



ご清聴、ありがとうございました。


